
サン・メディック（株）の提案

• 第３回特許ビジネス市inびわ湖

• 日時：平成２１年１０月２１日

• 場所：滋賀県長浜ドーム

• 千葉県知的所有権ｾﾝﾀｰ

• 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

• 稲谷 稔宏（いなたに）



提案１

•（１）可視光型光触媒技術
①抗菌・医療対象

病原菌・ウイルス対応への
特化

②メディコート（登録商標）



提案２

• （２）室内環境検査キット
• ①花粉・カビ・ダニ対応

• ②蛍光偏光法との組み合わせ



サン・メディカル株式会社
薬剤師常駐
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蛍光偏光法ほかの実用化
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提案３

• （３）（財）生命・環境に関する科学技
術研究機構による展開

• ①主として長浜バイオ大学とその関連企業群
との連携を目指して

• ②特にサン・メディック（株）のビジネスプラン
に有用な技術・知財への期待

• ③開発資金充当型公募システムへの参加期
待



提案４

• ①生活習慣病（虚血性疾患）や免疫疾患へ
の創薬

• ②診断・検査での高感度化、迅速化

• ③生命工学の手法での創薬

• ④予防医学の調査研究

• ⑤環境保全の調査研究

• 以上の具体的なテーマへの対応
期待



製造元 サン・メディック株式会社

SunMedic Co.,Ltd.

バイオ技術で健康福祉に貢献バイオ技術で健康福祉に貢献

「ニーズ先取り」、「革新的な技術」を「より早く製品化」



サン・メディック株式会社

目次

１：会社紹介

２：光触媒の紹介

３：今後の取組みについて



サン・メディック株式会社

～会社紹介～



社名 サン・メディック株式会社

設立 平成15年1月

資本金 1.000万円

代表者 代表取締役社長 神崎 芳比古
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会社概要



沿革

平成15年1月 光触媒研究会設立

平成17年10月 福岡大学チタニア総合科学技術
有限責任事業組合と技術提携

平成18年4月
千葉大学大学院自然科学研究科

ガラスに関する光触媒関係特許許諾

平成18年7月

千葉県知的所有権センターから支援を受ける
光触媒応用製品の研究開発製造会社として
サンメディック株式会社設立
TOTOフロンティアリサーチ株式会社

光触媒基本特許許諾契約

平成18年9月 千葉大学大学院医学研究院病態制御治療学講座
との産学共同研究スタート

平成19年1月
八戸工業大学生物学部環境科学工学科 小山教授
との共同研究スタート

平成19年7月

平成19年10月 医薬品研究開発会社ケアティス 秘密保持契約

(有)ケアティスとの特許実施許諾契約、全面業務提携平成20年2月

平成20年4月

平成20年7月

日本バイデジタルO-リングテスト協会へ

特許許諾実施契約

鳥取大学農学部付属鳥由来人獣共通感染症
疫学研究センター病態学研究部門と
産学共同研究開始

山口県知的所有権センターの支援を受ける
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サンメディック株式会社

～光触媒の紹介～



【光触媒の仕組み】

一般に触媒とは、或る化学物質と共存し、その化学物質が他の化学物質群へ変化するのを助け
はするが、自らは変化しない物質のことをいいます。

例えば、今は余り使われなくなった白金懐炉を例にとってみますと、この場合には白金（プラチナ）
粉が触媒とされ、酸素を含んだ空気が十分供給されない状態でもベンジンガスが燃えやすくする
（ベンジンガスが炭素ガスなどに変化しやすくする）のを助けているのです。 また、例えば自動車

の排気系統を例にとって見ますと、この場合には、エンジンから吐き出された燃焼ガスを環境に悪
影響を及ぼしにくいガスに変換するのに、やはり然るべき触媒が用いられているのです。ちなみに、
従来の触媒については、その活性化のため熱が必要とされています。
光触媒とは、熱エネルギーがなくても光エネルギーがあれば活性化される（励起される）触媒のこ
と で、光触媒としては、大体、特殊な二酸化チタン（TiO2）の超微粒子（直径50nm以下位：1nm
＝1/1000000mm）の粉が用いられています。

光には、人間の目に見える光（いわゆる可視光）と見えない光（可視光より波長の短い紫外光
（UV）、及び、可視光より波長の長い赤外光）があるのですが、従来の光触媒は、大体、紫外光の

エネルギーで活性化されるタイプの物でした。



酸化チタンが太陽等から照射される紫外線エネルギーを触媒とし空気中の酸素や水から
活性酸素を生成。この活性酸素の働きにより有機物を分解し細菌を殺し、臭いを分解。
紫外線エネルギーを利用し有機物を分解するこの光触媒は、21世紀を支える重要な環境
技術として各分野への応用が大いに期待されている。

【分解の原理】
n型半導体である酸化チタンが紫外線の
照射を受けると電子正孔対を生成
正孔は表面の水分と反応し強い酸化力を
有するヒドロキシラジカルを生成。このヒド
ロキシラジカルの酸化力は大部分の有機
物を炭酸ガスと水分までに分解できるもの
でこの働きにより防汚、殺菌、脱臭等の効
果が生まれます。

【【光触媒の原理光触媒の原理Ⅰ】Ⅰ】

【親水の様子】



【【光触媒の効果光触媒の効果Ⅰ】Ⅰ】

光触媒およびシリカの優れた親水性能と
光触媒の有機物酸化分解性能により外壁
や窓ガラス、テント、看板などの汚れをシャ
ットアウト！環境浄化にも役立ちます。

光触媒の優れた有機物酸化分解性能により
カビ菌・大腸菌・黄色ブドウ球菌（MRSA）

などを滅菌消除！菌の発生を抑える効果もあ
り、院内感染対策などに注目されています。



建
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物
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布

活性酸素を形成し
有機物質を分解する

紫外線

炭素 水素

これらの有機物質を分解

【【光触媒の原理光触媒の原理Ⅱ】Ⅱ】
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【【光触媒の原理光触媒の原理Ⅲ】Ⅲ】
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酸化チタンが空気中の
水分を引き付け、薄い
水の膜を作っている

紫外線

自浄効果
（セルフクリーニング）

（水になじむ現象）

水滴 撥水性

親水性



光触媒に光を照射した場合、とにかく（理論面はさておき）、

（1） 光触媒に接触している有機物が経時的に分解する、
（2） 光触媒塗布面に親水性が生じる（水で濡れやすくなる）

などの現象が見られ、ひいては、
（a） 光触媒塗布面に付着した汚れが分解消失する

（自己浄化作用が見られる）、
（b） 光触媒塗布面で、有害ガスが分解される

（結果的に塗布部近傍で悪臭が緩和されたりする）、
（c） 光触媒塗布面に付着した菌が制菌（静菌）～殺菌される

などの効果が得られるといわれてきました。
光触媒として、紫外光応答型光触媒が使用されている場合、上記（a）,（b）について
はともかく、（c）の制菌～殺菌効果については、紫外光自体殺菌力を備えていること

から、紫外光が十分存在する環境下での光触媒の必要性が問題になります。その点
については今後、慎重かつ謙虚に検討されなければなりません。

当社ではその点に着目し、光触媒による制菌～殺菌効果をむしろ紫外光の作用を期
待できない環境(室内など)で得られるよう、可視光応答型光触媒を応用した製品の
開発に当たるようにした次第です。





【【メディコートメディコート】】

有機物

有機物

基

材

バインダー

有機物

有機物

有機物

吸
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◆より小さな酸化チタン粒子により
透明度向上

◆より小さな酸化チタン粒子により
酸化チタン濃度UP

◆酸化チタンを被膜しないことにより
分解性能が向上

◆アパタイト複合二酸化チタンにより
有機物吸着性能が向上

◆アパタイトとの吸着性能により
臭い、汚染物質分解除去に効果的

◆高純度シリカ系との分散混合により
親水性能がさらに向上

◆高純度シリカとの分散混合により
養生がほぼ不要

◆アパタイト複合二酸化チタンにより
チョーキングを防止
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◇他社「光触媒」と「メディコート」の違い

①酸化分解性能 酸化チタン濃度 薄い（0.2％～2.0％） 理想的（黄金比）

チョーキング対策 無し 有り（特殊技術による）

チタンへの被膜 有り（分解力DOWN） 無し（分解力維持）

吸着物質 無し 高純度シリカ　アパタイト

②施工性 塗着方法 ツーコート（ワンコート） ワンコート

事前準備 養生・プライマー処理必要 不要

膜厚 約30ミクロン～約1ミリ 約0.3ミクロン～1ミクロン

技術習得 難しい（明確な規定がない） 容易（特殊ノズルによる）

③耐久性・美観 表面硬度 2B～5H（鉛筆硬度） 8H（鉛筆硬度）

バインダ（接着剤） 有機or無機（チョーキングの可能性） 無機（チョーキング無し）

透明度 低（チタンの凝集による） 高（分散・塗膜技術による）

虹彩現象 有り（塗膜が厚く隙間がないため） 無し（塗膜が薄く隙があるため）

【【メディコートメディコート】】

他社製品 メディコート◇ 3つの大きな違い ◇



特許出願２００７－２８０９５２について

【特徴】

少なくとも一種の合成樹脂エマルションと、珪素化合物、有機乳化安定・分散財、
可視光応答型光触媒を含むことを特徴とする水性組成物

光触媒機能を有する材料が酸化チタン、酸化鉄、酸化タングステン、酸化亜鉛、
チタン酸ストロンチウムからなる群より選択される金属酸化物半導体の１種以
上であることを特徴とする院内感染防止方法



光触媒による「消臭」「除菌」「自己防汚」
当社開発の室内光型光触媒「メディコート」は、
その高い親水性により、弱い光でも殺菌能力を発揮！
また、大気中の水分を吸収して表面の硬質化も防ぎます。

詳しくは
http://www.sunmedic.jp/
にて掲載しております。

http://www.sunmedic.jp/


メディコートが弱い光でも殺菌能力を発揮する理由は、高い親水性にあります。親水性とは、水を
はじいたりせずに、表面に馴染みやすい性質のことであり、従来の光触媒は、表面処理をしないと
水滴状になってしまうのに対し、メディコートは、そのまま塗っても水滴状になりません。また、
従来の光触媒は、表面が完全に硬質化して表面にしか光が当たらないのに対し、メディコートは、
大気中の水分を吸収して表面の硬質化を防ぎ従来品だと硬質化して狭くなる活動領域を広くするこ

とができるためより多くの光が当たる環境となります。これが、メディコートが弱い光でも機能を

発揮できる秘密なのです。



内装用として用いられる光触媒配合塗料については、その塗装部が強い紫外光を含む太陽光を実質的に
受けず、室内灯（蛍光灯や白熱灯）の光しか受けないことを前提にしなければなりません。

そのため内装用光触媒配合塗料に、従来の紫外線応答型光触媒に代えて可視光応答型光触媒を使用す
ることを考えたのですが、可視光応答型光触媒自体比較的最近に実用化されたものであり、その制菌作
用に関する既存報告も、目ぼしいものを見出せませんでした。

その結果、試験で得られた塗膜については、室内灯の明るさのもとで、一日以内に大腸菌
(E.coLi 3116)、緑膿菌、MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）のいずれをも、制菌どころか
実質的に殺菌してしまうほどの能力を備えていることが判明しました。

光触媒による殺菌は、殺菌剤による殺菌と違い、持続性があり、菌に薬剤耐性を生じ
させないといわれていますので、可視光型光触媒配合内装用塗料は院内感染などの予
防に十分期待が持てるものといえます。
。

そこで、業界で先鞭をつけるべく、問題の制菌作用について実験で確認いたしました。

～可視光型光触媒配合塗料についての制菌製試験～



千葉大学大学院医学研究院の野田 公俊教授と産学共同を実施いたしました。
メディコートと従来の光触媒の上で、大腸菌を培養し、最も厳しいといわれる日本工
業規格『JIS Z-2801』に基づき比較実験を行いました。

我々が生活する中で使っている室内灯の光（可視光）を当てて実験したところ、メ

ディコートを使ったものは全ての細菌が死んでいることが確認出来ました。

～国立大学法人 千葉大学との産学共同～



当社では、光触媒応用製品等を研究・開発しているのですが、その一環として光触媒配合塗
料などを製品化しております。光触媒配合塗料の場合、上記のことを勘案し、外装用塗料につ
いては紫外光応答型光触媒を、内装用塗料については可視光応答型光触媒を用いておりま
す。

主として日光を受けない場所での制菌・消臭用。室
内光でバイキンを制菌、滅菌分解する効果を発揮し

ます。
【効果】

住宅の居室、台所、洗面所、トイレ浴室、室内材、壁、
壁紙、テーブルの上、犬猫等の糞便の後始末の消
毒制菌、その他室内光の当たる場所において軽くス
プレーすることによってバイキンの制菌、滅菌、除菌、

消臭を繰り返し行います。

※メディコートPBSL-501は、千葉大

学大学院医学研究院病原分子制御
学・野田教授グループ研究室におい
てJISZ2801（抗菌加工製品抗菌性
試験方法抗菌効果）に基づき、大腸
菌、MRSAブドウ球菌、緑膿菌等の

殺菌効果が立証された製品です。

可視光（VL）
応答型

(内装抗菌タイプ
光触媒配合)

PBSL-501

主として建物外装、屋外構築物、看板などの自己防汚用

¥20.000/500mlPSCL-501

¥50.000/ℓ

紫外線
（UV）

応答型
(光触媒配合) 屋外の防かび・防こけ主として建物外装、屋外

建築物、看板などでの防かび・防こけ用

PAML-501 1/3



主として日光を受ける場所での制菌・消臭用（室内窓際、車内などの
壁材、カーペット、布製品やペット用品などに）

【効果】
さまざまな悪臭、加齢臭（ノネナール）等も分解します。また自動車の

室内、貨物室などにおける抗菌、消臭にも効果が在ります。

SDOL-101 ¥15.000/ℓ

紫外線(UV)
応答型

(光触媒配合)

一般消臭用
（室内、車内、トランクルームなどの壁材、カーペット、布製

品などや、ペット用品などに）
応答せず

¥10.000/ℓ

SDO-101
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テスト10回分

（カード型ルーペあり）
¥2,520

テスト10回分

（ルーペなし）
¥2,100

雑菌（カビや細菌）と、チリやホコリなどによる
汚れを、雑菌（カビや細菌）→黒、チリやホコリ
などによる汚れ→赤に色分けすることができます。
色分けの状況は、ルーペを使って確認できます。
マイクロスコープなどでご覧いただくと、パソコ
ンなどのモニター画面でより鮮明に判定できます。

埋蔵菌発見
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メディコートの導入例

建物の外装等

一般建物の内装等

病院・養護施設・
宿泊施設等

塗膜の透明性が優れているので、色物の基材 にも

塗布できます。
1回塗りで済むため養生が不要で、施工時間が大い

に短縮できます。

塗膜の透明性が優れているので、色物の基材にも塗
布できます。1回塗りで済むため養生が不要で、施工

時間が大いに短縮できます。電灯の光エネルギーで
作用する可視光応答型光触媒により、塗膜表面での
自己浄化、消臭、制菌効果が得られます。

一般建物内装等での効果に加え、制菌作用に
より食中毒や院内感染への予防効果が期待で
きます。

効果・特長など導入場所

1/2



2/2



エアーカーテン

メディコート溶液

■エアーカーテンに包まれ溶剤が出る事により、

溶剤の無駄を大幅に軽減出来るのです。

チロン社製温風低圧塗装機 － ドイツにて流体力学の応用により誕生。塗装機でありながら周囲への

飛散を抑え、高度な塗膜形成を可能にした塗装機です。

■引金を軽く引く事によりエアーカーテンが出ます。

■エアーカーテンが出ている状態で、さらに引金

を引くと溶剤が出ます。

【【専用塗装機専用塗装機】】



機 種

電 源

送風圧力

送 風 量

塗着効率

５馬力のコンプレッサー

２００Ｖ

３～７Kgf/c ㎡

８０～４００㍑/分

１５～３０％程度

飛 散 周囲への飛散大

密着効果 石垣状に乱雑な配列

重 量 １５０ｋｇ程度

ＳＧ－２５００

１００Ｖ

０．２～０．４Kgf/c ㎡

２，３００～２，８００㍑/分

９３．５％（試験データ）

周囲への飛散少

レンガ状に規則正しく配列

１０ｋｇ

中高圧塗装機 チロン温風低圧塗装機

◆ チロン社製温風塗装機と従来の中高圧塗装機比較

【【他塗装他塗装機器との比較機器との比較】】
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・朝日新聞2008年9月18日号

・TV番組「知恵の輪ニッポン」独立行 政法人工業所有権・研修館提供 （2006年10月～
12月にTV神奈川、 千葉TV放送、BSフジ、TV広島など で放映）

・「光触媒技術のビジネス展開」として

・日刊工業新聞2007年1月25日号

・日刊工業新聞2007年6月4日号

・ ８月２４日フジサンケイビジネスアイ

。



・日刊工業新聞2007年1月25日号にて



日刊工業新聞
2007年6月4日号



朝日新聞
2008年9月18日号













現在サンメディックでは、
鳥インフルエンザウイルス（H5N1型）

における光触媒での

抗鳥インフルエンザウイルス試験を

鳥取大学農学部付属鳥由来人獣共通感染症
疫学研究センター病態学研究部門との

産学共同研究を実施中です



・マーケット（市場規模）について

市場規模（億円/年）

第１期（初年度） ６００億円

第２期（２年度） １．０００億円

第３期（３年度） １．５００億円

・本事業による新たなマーケットの開拓、事業家に向けた自社戦略と成長性・採算
性等

<マーケットの開拓>

当面、主として病院や医院、福祉サービス事業所を対象とした営業戦略を展開

する。そのため医薬品等卸業者等のチャンネル開拓を行っているところであり

推測される当社、製品シェアは以下の通りである。

初年度：製品シェア3.75％ 売上高 22億5000万円

２年度：製品シェア4.5％ 売上高 45億円

３年度：製品シェア6％ 売上高 90億円

※当社営業部推測による



事業化達成目標

〔助成事業完了後２年以内に達成を目指す事業化目標〕

〔具体的な事業化目標〕

【数値目標】

本事業の初年度（事業完了日まで）目標として下記を設定している。

売上高：22億5千万円、営業利益：10億500万円

【算出根拠】

・５００mℓスプレー

（売価）10,000円×30,000本＝3億円･･･①

（原価） 5250円×30,000本＝1億5750万円･･･②

（利益：１）①－②＝1億4250万円

・病棟室内塗布業務 (材料、機材、人件費、技術料含む) 

（売価）5ℓ／1施設 13万円×15,000施設＝19億5千万円･･･①

（原価）5ℓ／1施設 7万2500円×15,000施設＝10億8750万円･･･②

（利益：２）①－②＝8億6250万円

以上より営業利益は

（利益：１）＋（利益：２）＝10億500万円



サン・メディック株式会社

～今後の取組みについて～



サン・メディックでは一般財団法人

『生命と環境に関する化学技術研究機構』を
設立いたしました。

たとえば！

・生活習慣病又は免疫疾患に関する創薬シーズ・治療法の研究開発

・診断・検査技術に関する研究開発

・予防医学等の調査研究及び啓蒙普及活動・・・・などです。

※その他詳しくはお手元の資料を
ご確認下さい。



※８月２４日フジサンケイビジネスアイにて掲載されました。



・ 生活習慣病（虚血性脳・心臓疾患・ガン・糖尿病など）あるいは免疫疾患に関する創薬シリーズ・治療法の研究開発
・ 診断・検査技術に関する（高感度・迅速化）研究開発
・生命工学の手法による医薬品・診断薬・研究用試薬などの研究開発
・生命科学の研究で顕著な功績を挙げた研究者の顕彰
・予防医学等の調査研究及び啓蒙普及事業
・環境保全に関する調査研究及び啓蒙普及事業
・生活環境改善ビジネス・環境関連商品の推奨事業
・環境保全に関する内外関係機関等との交流及び協力
・その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

試薬及び計測機器等の研究開発並びに廃棄物の再利用及び医療器具製品等の感染予防を重点にし
た廃棄物の適正な処理処分に関する調査研究を行い、その適正な普及及び向上を助長奨励するこ
とにより、試薬及び計測機器等並びに廃棄物の再利用等に関連する事業の健全な発展を図り、地
球環境の保全に寄与するとともに国民生活の向上に貢献することを目的としています。

『一般財団法人生命と環境に関する科学技術研究開発機構』
について

目的

具体的には

です。



蛍光偏光法技術の実用化

平成２１年１０月１日

サン・メディック株式会社



予防医学

機能的コラボレーション

検査・予防 早期診断

市場拡大と創出
医療費抑制への貢献

■検査・診断技術（免疫検出）の開発方針

☆高感度化
→イノムPCR（商品名：imTagPCR）

☆簡便・迅速化
→マイクロ流体チップ

イムノクロマトグラフィー
検査試薬（ファステストとして商品化）

蛍光偏光測定



実用化に向けた取組み

測定装置と検査薬とのセット販売

マイクロプレートリー
ダー

感度の向上（10倍程度）、ユビキタス化、検体量の少量化

機能を特化する事による廉価な機器の供給

小型化

ﾌｧｽﾃｽﾄFP微生物 蛍光偏光測定用

ファステストFP微生物

①サンプリング機器 ②検査薬入り

測 定用チューブ



実用化に向けた取組み～検査手順～ ファステストFP微生物 蛍光偏光測定用 使用説明書

ステップ１：微生物の採取

①サンプリング器具で、調べ
たい場所を一拭きします。

ステップ２：微生物と検査薬の混合 ステップ３：測定と判定

②一拭きした部分を検査薬入り
測定チューブの中に入れます。

③攪拌機で軽く（数秒）よく混ぜ
ます。

④サンプル器具部分を取り外し、測定用
チューブのみ測定部分に差込みます。

⑤測定開始ボタンを押してください

⑥後は解析用ソフトが微生物数を
算出します。



(検出用)

一次抗体
(固定化)

二次抗体
PCR

高感度化
(サンドイッチ法)発色

汎用のELISA法では、二次抗体に蛍光色素や酵素を
使用して検出するのに対し、イムノPCR法では、増幅可能な
オリゴヌクレオチドを結合させている。

二次抗体
(検出用)

新技術既存技術
（ELISA法）

高感度化

多項目同時測定

多検体同時測定

蛍光偏光技術の未来像（一例）



標識アシクロターミネーターの構造

蛍光偏光とは？

見かけの分子量が増加すると蛍光偏光度(ｍP)も増加する

III：100→90(10%↓)
I⊥：70→60(14%↓)

ｍP：176→200
(14%↑)

(例)

◇分子間相互作用を検出する技術

分子量の同じものならば10～15%程度



蛍光偏光とは？

TECAN
New インフィニットF500
マルチ検出モード・ハイエンドリーダー

コロナ蛍光偏光マイクロプレートリーダ
(日立ハイテクノロジーズ)

◇市販測定機種

■マイクロプレートリーダー

PerkinElmer
FP-6500 日本分光

FP-6500

蛍光偏光度測定システム
BEACON2000シリーズ

http://www.tecan.co.jp/infiniteF500.htm


蛍光偏光とは？

FRET：インビトロジェン
（Fluorescence

Resonance 
Electron 

Transfer）

◇主たる使用目的は分子間相互作用を見ること

◇分子間相互作用を見る他の技術

FCS：オリンパス
(Fluorescence

Correlation
Microscopy)

・細胞内分子間相互作用の解析が主流
・高価な測定装置と試薬を必要とする
・開発途上

生体や環境試料、流通や汎用化
には“蛍光偏光法”が最善と判断



・診断マーカー
虚血性脳・心臓疾患

（脳卒中、心筋梗塞等）

・遺伝子診断(定温PCR)
ノロウィルス、鳥インフルエンザ、その他

・細菌・マイコプラズマ・ウィルス等
免疫(抗体)検出

・農薬、アレルゲン等低分子物質

実用化に向けた取組み
◇実用化、製品化の目標

ケアティス、東京工科大のノウハウ

ケアティス開発の新規な測定技術（競合法）



ケアティスは、脳卒中の重篤度や脳梗塞の予兆、経過と密接な関係にあるタンパク質を見出し、診断薬への実用化を目指している。

軽度の永久閉塞
74(n=4)

※グレーゾーン

重度の虚血再灌流
171(n=4)

治療開始にとって極めて重要な時間
この時間以降は投薬できないか治療効果が極めて低い

※この診断マーカーは、尿中にも存在する。

1,000

1 3 6 （12）時間
虚血再灌流後時間

血
中
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
濃
度

1,000

100

10

正常血

新規な診断マーカー

既存マーカー(S-100β、NSEなど)

(ng/ml)
正常範囲

◇新規マーカー発見の経緯◇

ラット脳虚血モデルの遺伝子発現を
DNAチップで解析（数百種）

↓
発現亢進する遺伝子を同定（十数種）

↓
分泌性の遺伝子を選択（数種）

↓
目的のタンパク質の血中濃度を測定

↓
新規マーカーの発見

■特徴
1.新規な診断マーカーは脳梗塞発症後1時間以内で速やかに上昇し、治療開始にとって極めて重要なシグナルとなりうる。

2.新規な診断マーカーの上昇度は、脳梗塞の病態の程度に相関することが示唆された。

3.新規な診断マーカーは脳梗塞に限らず、他の虚血疾患（狭心症や心筋梗塞、動脈硬化など）でも上昇することが示唆されている。

※グレーゾーン内の数値を
詳細に知ることにより、発症
予測できると考えている。

実用化に向けた取組み
実施例2.（脳梗塞診断）：マーカーの発見



実用化に向けた取組み

実施例1.（蛍光標識抗体による細菌の検出）：結果

菌

F

同定並びに菌数の算出



実用化に向けた取組み
実施例2.（脳梗塞診断）：マーカーの測定

F F マーカー競合

分子量4-6万

マーカー



RNA抽出

患者糞便：5g
食品：50g

【溶液組成】
RNA抽出液 5μl

NASBA用酵素液 5μｌ
50µM プライマーNV82
50µM プライマーSMA82

41℃、＜30-60分：例 ヒートブロック

【偏光度測定】数円/検体
NASBA増幅産物 40μl

プローブ試薬 （5´側 FITC標識）
0.6nM  800μl
TE Buffer

塩化ナトリウム
サケ精子 800ng/ml

合成ポジ（プローブ相補） 60nM
水

蛍光偏光測定
（10分程度で測定終了）

【特徴】
・GI、GIIの同時解析が可能(東ソーに比べ優位)
・プライマーを帰ることによってシリーズ化可能
・特異的で、極めて高感度
・面倒な電気泳動が不用
・蛍光物質を標識したDNAプローブを使用

日本分光、日立、BEACOM、TECAN社製

蛍光プレートリーダでも測定可能

採便管
(ウィルス溶解剤入り溶液)

強く懸濁：数十回

新考案法

乳化液を
サンプリング

1.5mlスピンカラム

2,000xg、＜15分

【特徴】
RNAを吸着するメンブレン
または、RNAを吸着する

ビーズが入っている。

廃棄

使い切り
RNA溶出液

2,000xg、＜15分

NASBA
反応試薬

実用化に向けた取組み
実施例3.（遺伝子診断）：測定手順



実用化に向けた取組み
実施例3.（遺伝子診断）：結果例

ｍRNA

定温PCR

ｓｓDNA

F

・細菌でも可能
・100個を分水嶺に免疫検出と使い分け



化合物

実施例4.（低分子物質の検出）：結果

実用化に向けた取組み

F

競合

磁性ビーズ 磁性ビーズ
対照物質



蛍光偏光測定の実用化と課題

ターゲット 課題 私見

免疫検出

・市場への参入機会

・公定法(培養法)との共存

・ターゲットの早期選定

・新規(ニッチ分野)市場からの開拓

診断マーカー
・市場への参入機会 ・臨床検査センター、診断薬メー

カーからの開拓

遺伝子診断
(NASBA)

・RT-PCRとの競合性 ・診断薬メーカーからの開拓

（主たるメーカーを決める）

低分子物質
(環境ホルモン、

アレルゲン物質等)

・市場への参入機会

測定装置・検査薬
・用途に合った機器の選定

・汎用化を目指した小型化も

・システムとしての提供

蛍光偏光法は、研究用途や臨床検査部門でもで使用されているが、事業化のため
には、明確な顧客ターゲットの選定、ビジネスモデル、学術的評価が必要
だと思われる。



①診断マーカー

虚血性脳・心臓疾患

(脳卒中、心筋梗塞等)

②遺伝子診断

ノロウイルス、その他

(NASBA)

③細菌

マイコプラズマ

ウイルス

④農薬、アレルゲン物質等
実験・評価 製品化準備

製品化準備 第三者機関評価

ニーズ希望：診断薬メーカー
(外資系測定機器メーカー)

特許出願準備

製品化準備 ニーズ希望：外資系診断薬メーカー
第三者機関評価

マーカー候補
脳卒中・・・オステオポンチン
心筋梗塞・・・トロポミオシン

ニーズ希望多数：診断薬メーカー、
臨床検査センター等

臨床確認

■その他のターゲット(確認済み)
・鳥インフルエンザ
・HCV
・サルモネラ
・腸炎ビブリオ
・レジオネラ
・病原性大腸菌

第三者機関を含めた共同開発及び販売提携



細菌(O-157)：腸管出血性大腸菌(EHEC)

①遺伝子診断：ベロ毒素２型

②免疫検出：EHEC
解析対象の拡大

③毒素(低分子)：ベロ毒素２型

■その他のターゲット(確
認済み)

・鳥インフルエンザ
・HCV
・サルモネラ
・腸炎ビブリオ
・レジオネラ
・病原性大腸菌



お問い合わせは下記連絡先までご連絡下さい。

サン・メディック株式会社
本社

〒260-0032
千葉県 千葉市中央区 登戸１－１０－１２

TEL043-242-8348（代表）
FAX043-242-6373

E-mail : info@sunmedic.jp
H.P : http//www.sunmedic.jp/

神崎 芳比古



ご清聴頂き

ありがとうございました。

サン・メディック株式会社
無断転記禁止
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